
















 小児 CT 検査を行う際は、安全な検査の施行、
検査被ばくの低減、診断に寄与する画像の提供を
心掛ける必要がある。本稿では当社最新 CT 装置
である Aquilion ONE/GENESIS Editionを中心
に、小児 CT検査に有用な技術について紹介する。 
 
図 1 Aquilion ONE/GENESIS Edition 
 
安全に検査を行うために 
■Area Detector CT：ボリュームスキャン 
Aquilion ONE/GENESIS Editionは 0.5mm×
320列の検出器を搭載した Area Detector CT で
ある。回転速度は最速 0.275s/rotと超高速化を図












ONE/GENESIS Edition には新機能である Area 


































































図 5 小児用プロトコル選択画面 
 
 




























































になる。図 7 に FIRST の臨床適応例を示す。
FIRST を使用することでノイズやアーチファク
トが低減され、微細な血管構造も明瞭に観察でき



































図 8 APMC 
 
■腹部サブトラクション： SURE Subtraction 
Iodine Mapping 














































本稿では当社最新 CT 装置である Aquilion 
ONE/GENESIS Editionを中心に、ボリュームス
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